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き
ら
り

神
石
高
原
町

中
平 

邦
博 

さ
ん 

(71)

く
に

　
損
害
評
価
会
の
支
所
委
員
を
務
め
て

い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
多
い
の

で
、
侵
入
防
止
対
策
を
適
切
に
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
な
が
ら
、
損
害
評
価

を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
、
水
稲
70
㌃
と
畑
40
㌃
で

少
量
多
品
目
の
野
菜
を
一
年
中
、
栽
培

し
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
、
近
所
の
保

育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
農
作
業
体
験
と

し
て
田
植
え
や
野
菜
の
収
穫
に
来
て
く

れ
る
の
で
、
一
緒
に
作
業
す
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

な
か

ひ
ろ

だ
い
ら

　
祖
父
が
猟
師
を
し
て
い
て
、
小
さ
い

頃
は
よ
く
猟
に
つ
い
て
行
っ
て
い
ま
し

た
。
祖
父
は
今
も
現
役
の
猟
師
で
す
。

農
作
物
へ
の
被
害
が
な
く
な
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　
１
歳
の
マ
ル
チ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
ー
の

ミ
ッ
ク
ス
犬
の
男
の
子
を
飼
っ
て
い
ま

す
。
休
み
の
日
に
は
、
愛
犬
と
散
歩
に

出
か
け
た
り
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
へ
行
っ
た

り
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

吉
川 

莉
加 

さ
ん 

（28）

き
っ

か
わ

り

か

東
広
島
市

「ＮＯＳＡＩ広島」の表紙モデルに
なっていただけるお子さまを募集して
います。ご希望の方は、お気軽に各支
所等までご連絡ください。

表紙モデルキッズ募集中！
兄弟や仲良しの
友達同士でも♪
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長本 憲 組合長理事

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

役
員
の
理
事
定
数
の
見
直
し
、
支
所
の
再
編
に
伴
う
総

代
選
挙
投
票
所
の
変
更
及
び
投
票
所
の
名
称
変
更
等

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

家
畜
共
済
に
お
け
る
農
業
共
済
組
合
模
範
事
業
規
程

例
の
基
準
の
一
部
改
正
に
よ
る
変
更

農
業
共
済
事
業
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
係
る
取
組

状
況
に
つ
い
て

組
合
員
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
く
、
農
業
共
済
事

業
実
施
の
検
討
等

損
害
評
価
会
委
員
及
び
損
害
評
価
会
支
所
委

員
の
退
任
及
び
補
充
選
任
に
つ
い
て

損
害
評
価
会
委
員
２
名
、
損
害
評
価
会
支
所
委
員
４

名
を
補
充
選
任

役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
役
員
の
一
部
欠
員
に
よ
る
選
任

令
和
３
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分

案
並
び
に
不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

　
４
ペ
ー
ジ
参
照

令
和
４
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

　
５
ペ
ー
ジ
参
照

令
和
４
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
賦
課
方
法

に
つ
い
て

　
事
務
費
賦
課
額
：
５
億
４
１
２
２
万
４
０
０
０
円

令
和
４
年
度
役
員
報
酬
、
顧
問
料
、
損
害
評

価
会
委
員
、
損
害
評
価
会
支
所
委
員
、
家
畜

診
療
所
運
営
委
員
、
損
害
評
価
員
及
び
共
済

委
員
等
の
手
当
支
給
額
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度

額
に
つ
い
て

　
借
入
限
度
額
：
２
億
円

令
和
４
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
に
つ
い
て

広
島
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
の
20
金
融

機
関

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

第
６
号
議
案

第
7
号
議
案

第
８
号
議
案

第
９
号
議
案

第
10
号
議
案

第
11
号
議
案

組
合
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　
最
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
症
例
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
２
年
以

上
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
に
お
い
て

も
、
収
束
す
る
気
配
が
見
え
な
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
総
代
の
皆
さ
ま
の

声
を
直
接
聞
く
べ
く
、
通
常
開
催
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の

影
響
に
よ
り
、
原
油
や
穀
物
の
国
際
価

格
の
上
昇
、
一
部
の
農
水
産
物
や
原
材

料
の
供
給
が
滞
る
な
ど
、
国
民
生
活
に

も
不
安
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　
「
農
業
技
術
の
基
本
方
針
」
で

は
、
日
本
農
業
の
体
質
強
化
・
成
長

産
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
自
然
災
害
等
の
リ
ス
ク
に
備
え

る
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
な
ど
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
主
要
作
目
の
災
害
対
策
技
術
上

の
基
本
的
留
意
事
項
で
は
、
農
業
者

自
ら
が
備
え
る
た
め
、
収
入
保
険
ま

た
は
農
業
共
済
へ
の
加
入
が
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
後
押
し
を
受
け
、
わ
れ

わ
れ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
収
入
保
険
と
農

業
保
険
の
両
制
度
を
担
う
組
織
と
し

て
、
よ
り
一
層
、
組
合
員
・
農
家
の

皆
さ
ま
の
農
業
経
営
の
安
定
化
に
尽

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ま

の
経
営
実
態
に
即
し
た
制
度
選
択
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
本
年
４
月
か
ら
、
県
内
４
支
所
に

組
織
再
編
を
行
い
、
業
務
の
合
理

化
・
効
率
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
積
極
的
に
生
産
現
場
に

足
を
運
び
、
農
家
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
家
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
尽
力

提
出
さ
れ
た
議
案（
要
約
）

全
11
議
案
を
承
認
可
決

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
来
賓

組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代
が
、事

業
計
画
や
予
算
な
ど
の
組
合
運
営
の

意
思
決
定
を
す
る
機
関
で
す
。通
常

総
代
会
は
事
業
年
度
ご
と
に
１
回
、

組
合
の
理
事
が
招
集
し
ま
す
。

総
代
会
と
は

議長を務められた

椿原 俊憲 総代
（広島市）

広島県農林水産局

池田 志伸 総括官

農林水産省 中国四国農政局
広島県拠点

添野 覚 地方参事官

特 集
第9回 通常総代会開催第9回 通常総代会開催

　
令
和
４
年
６
月
８
日
、
広
島
県
農
業
共
済
組

合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
）
の
第
９
回
通
常
総
代

会
を
、
広
島
市
南
区
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

21
広
島
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
と
一
昨
年
の
通
常
総
代
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て

規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し
た
が
、
今
年
は

感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
人
数
制
限
等
を
設

け
ず
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
本
人
出
席

22
名
、
書
面
で
の
出
席
１
２
９
名
）

　
令
和
３
年
度
の
事
業
実
績
報
告
や
令
和
４
年

度
の
事
業
計
画
、
定
款
の
一
部
変
更
な
ど
、
全

11
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
安
心
の
未
来
」
拡
充
運
動
で
掲
げ
る
「
よ

り
広
く
、
よ
り
深
く
、
農
家
の
も
と
へ
」
の
行

動
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

に
対
し
、
農
家
の
皆
さ
ま
に
十
分
に
備
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
農
業
保
険
の
推
進
に
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
島
県
農
林
水
産
局
長
（
代
理
）、

農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
広
島

県
拠
点 

地
方
参
事
官
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

第
2
号
議
案

役
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　
役
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
役
員
の
補
欠

選
任
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事  

泉
盛 

厚
夫 

（
三
原
市
）

い
ず
も
り

お

あ
つ

03 022022  第32号
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●
高
齢
化
に
よ
る
離
農
や
廃
業
に
よ
り
、

引
受
棟
数
や
面
積
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

施
設
本
体
・
被
覆
材
の
標
準
単
価
の
見
直

し
に
よ
り
、
共
済
金
額
は
増
加
し
ま
し
た
。

●
７
月
、
８
月
の
大
雨
、
台
風
９
号
に
よ

り
、
施
設
本
体
の
倒
壊
、
附
帯
施
設
、
施

設
内
農
作
物
に
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
無
人
住
宅
の
増
加
や
他
共
済
へ
の
移
行

な
ど
に
よ
り
、
引
受
棟
数
、
共
済
金
額
と

も
に
減
少
し
ま
し
た
。

●
火
災
等
の
事
故
で
は
、
落
雷
が
増
加
し

ま
し
た
が
、
全
焼
事
故
は
減
少
し
た
た
め

支
払
共
済
金
は
減
少
し
ま
し
た
。
自
然
災

害
の
事
故
で
は
、
豪
雨
や
土
砂
崩
れ
、
積

雪
に
よ
る
事
故
が
増
加
し
ま
し
た
。

●
野
菜
調
製
機
等
の
機
種
追
加
や
新
規
加

入
、
大
型
農
機
具
の
引
受
け
に
よ
り
、
台

数
、
共
済
金
額
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。

●
事
故
の
件
数
、
共
済
金
と
も
に
増
加
し

ま
し
た
。
衝
突
、
接
触
、
異
物
の
巻
き
込

み
な
ど
の
稼
働
中
の
事
故
が
全
体
の
86
・

５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度

事
業
実
績
報
告

1,134,368
173

2,182,302

100,241
796

457,543
112,372,132

2,109,086
118,356,641

万円
万円

万円

万円
万円
万円
万円
万円
万円

16,782
62

118,634

196
79

4,698
97,613

9,732

ｈａ
ｈａ

頭

ｈａ
ｈａ
棟
棟
台

26,390
22

1,321

630
65

1,270
47,194

3,552

戸
戸

戸

戸
戸
戸
戸
戸

農 作 物（ 水 稲 ）
農 作 物（ 麦 ）

家 畜

果 樹
畑 作 物（ 大 豆 ）
園 芸 施 設
建 物
農 機 具

共済金
（お支払いした共済金）

共済金額
（組合が補償する額） 被害数量

支　払　実　績引　受　実　績

引受数量引受戸数共済種類

合　計 合　計

ｈａ

ｈａ

頭

件

ｈａ

ｈａ

棟

棟

台

629
9

6,661
22,530

22
19

200
1,188

112

◀
令
和
３
年
度 

事
業
実
績
表

17,140
10

26,882
27,485

3,691
51

1,544
30,929

3,349
111,081

万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円
万円

※四捨五入により合計と合わない場合があります

※四捨五入により合計と合わない場合があります

た
。
疾
病
傷
害
共
済
で
は
、
新
規
引
受
け

も
あ
り
ま
し
た
が
、
引
受
頭
数
、
共
済
金

額
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
。

●
死
廃
事
故
で
は
、
引
受
頭
数
の
減
少
に

伴
い
、
頭
数
、
共
済
金
と
も
に
減
少
し
ま

し
た
。
病
傷
事
故
で
は
、
乳
用
牛
の
件

数
、
共
済
金
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
肉
用

牛
、
種
豚
は
増
加
し
ま
し
た
。

●
高
齢
化
に
よ
る
栽
培
規
模
の
縮
小
、
伐

採
、
廃
園
、
改
植
な
ど
に
よ
る
加
入
中
止

の
ほ
か
、
収
入
保
険
へ
の
移
行
に
よ
り
、

引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
り
ん
ご
の
開
花
期
に
、
降
霜
に
よ
り
中

心
果
や
花
そ
う
が
枯
死
す
る
被
害
が
発
生

し
、
り
ん
ご
へ
の
支
払
い
が
半
分
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
な
し
で
も
降
霜

に
よ
る
同
様
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
法
人
な
ど
の
大
型
農
家
が
収
入
保
険
に

移
行
し
た
こ
と
や
、
作
付
け
中
止
、
他
の

作
物
へ
の
転
換
に
よ
り
、
引
受
け
は
減
少

し
ま
し
た
。

●
ま
と
ま
っ
た
降
雨
に
よ
り
過
湿
土
壌
に

な
っ
た
こ
と
で
、
発
芽
不
良
や
生
育
不
良

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
カ
に
よ
る

新
芽
の
食
害
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
踏
み
荒

ら
し
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

引
受
・
支
払
実
績
の
概
要

　●
高
齢
化
に
よ
る
離
農
や
収
入
保
険
へ
の
移

行
に
よ
り
、
引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
県
内
全
域
で
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

食
害
や
踏
み
荒
ら
し
、
一
部
地
域
で
い
も

ち
病
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
の

台
風
９
号
や
豪
雨
に
よ
り
、
倒
伏
に
よ
る

被
害
や
河
川
か
ら
の
土
砂
流
入
、
冠
水
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
作
付
け
の
中
止
や
収
入
保
険
へ
の
移
行

に
よ
り
、
引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
幼
苗
期
の
降
雨
で
過
湿
土
壌
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
生
育
不
良
、
強
風
等
で
倒
伏

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
や
踏
み
荒

ら
し
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
死
亡
廃
用
共
済
で
は
、
廃
業
や
飼
養
頭

数
の
減
少
に
よ
り
、
引
受
頭
数
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
新
規
引
受
け
や
大
型
農
家
の

増
頭
に
よ
り
共
済
金
額
は
増
加
し
ま
し

畑
作
物
共
済（
大
豆
）

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済

農
機
具
共
済

農
作
物
共
済（
水
稲
）

農
作
物
共
済（
麦
）

家
畜
共
済

令和４年度

事業計画

　
令
和
４
年
度
は
、
水
稲
共
済
の
推
進
と
園
芸
施
設
共
済
の
引

受
拡
大
に
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
水
稲
共
済
に
お
い
て
は
、
自
分
で
乾
燥
調
製
を
行
っ
て
い
る

白
色
申
告
者
で
も
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
全
相
殺
方
式
の

周
知
を
徹
底
し
、
園
芸
施
設
共
済
に
お
い
て
は
、
自
然
災
害
に

万
全
の
備
え
が
で
き
る
よ
う
補
償
の
充
実
を
提
案
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
収
入
保
険
の

推
進
に
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

《引受規模と共済金額》
引受目標総共済金額 １兆1,859億円

面　　積

共済金額

頭　　数

共済金額

面　　積

共済金額

面　　積

共済金額

棟　　数

共済金額

棟　　数

共済金額

台　　数

共済金額

1,468,395ａ
115億3,104万円農作物共済

115,907頭
219億9,359万円家 畜 共 済

18,980ａ
9億8,038万円果 樹 共 済

5,370ａ
589万円畑作物共済
4,906棟

43億8,352万円園芸施設共済
97,800棟

1兆1,256億円建 物 共 済
9,802台

214億686万円農機具共済

令和４年度

業務収支
予算

　
事
務
費
負
担
金
な
ど
の
国
庫

補
助
金
や
事
業
か
ら
受
け
入
れ

る
金
額
が
、
組
合
の
主
な
収
入

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
賦

課
金
や
収
入
保
険
事
業
の
受
託

収
入
も
組
合
の
事
業
運
営
に
大

き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
支
出
で
は
、
人
件
費
や
旅

費
、
光
熱
費
や
事
務
機
器
・
公

用
車
リ
ー
ス
料
な
ど
の
事
務
所

等
の
維
持
費
用
が
多
く
、
業
務

費
に
は
会
議
費
や
共
済
委
員
等

報
酬
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
事
業
推
進
や
広
報
活
動
の

費
用
に
は
、
共
済
委
員
へ
の
奨

励
金
、
広
報
紙
の
作
成
費
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

総
額
14
億
７
９
８
２
万
円

役職員の人件費・旅費

事務費

業務費

事業推進や広報活動の費用

事務所等の維持費用など

損害評価に要する費用

損害防止事業に要する費用

税金などの諸税負担

その他

　　　　　　  合　　　計

108,106
4,578
9,135
8,037
7,999
2,211
1,317
2,696
3,903

147,982

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

業務支出
前年度からの繰越金  

国などからの補助金  

収入保険事業の受託収入など  

組合員から納められる賦課金  

損害防止事業で農家から受け入れる金額  

預金の利息  

事業から受け入れる金額  

各種引当金戻入  

その他  

　　　　　　  合　　　計

業務収入 予算額予算額

264
68,162

3,638
5,354
1,224
4,050

59,012
3,491
2,788

147,982

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

果
樹
共
済

特 集 第9回 通常総代会開催第9回 通常総代会開催
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参
　
事 

川
邉 

龍
蔵

《
監
査
室
》

室
　
長 

池
田 

和
夫

　
　
　
　 

岡
本 

大
祐

　
　
　
　 

前
田 

智
子

《
総
務
部
》

部
　
長 

山
口 

貴
雅

■
総
務
課

課
　
長 

山
口 

貴
雅(

兼
務
）

課
長
代
理 

廣
山 

聖
志

　
　
　
　 

内
藤 

雅
史

　
　
　
　 

井
手
口 

倫
子

　
　
　
　 

香
川 

佳
澄

■
経
理
課

課
　
長 

小
林 

公
美
子

課
長
代
理 

森
田 

泰
之

　
　
　
　 

山
﨑 

奈
緒

　
　
　
　 

小
原 

慧
亮

■
企
画
情
報
課

課
　
長 

元
村 

弘

課
長
代
理 

石
丸 

貞
之

　
　
　
　 

髙
畑 

武
生

　
　
　
　 

喜
藤 

陽
香

　
　
　
　 

谷
本 

義
樹

　
　
　
　 

伊
藤 

英
里

《
事
業
部
》

部
　
長 

岩
見 

宏
伸

■
収
穫
園
芸
課

課
　
長 
小
川 

隆
宏

課
長
代
理 
石
井 

勇

　
　
　
　 
冨
原 
直
栄

　
　
　
　 

松
本 
一
樹

　
　
　
　 

岡
崎 
翔
太

　
　
　
　 

松
谷 
祐
季

　
　
　
　 

平
田 

光
希

■
建
物
農
機
具
課

課
　
長 

大
下 

尚
紀

課
長
代
理 

重
光 

俊
幸

　
　
　
　 

岡
田 

文
香

　
　
　
　 

佐
々
木 

隆
彦

　
　
　
　 

山
本 

啓
太
郎

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

地
京 

弘
敏

課
長
代
理 

酒
井 

政
博

　
　
　
　 

伊
藤 

有
華

《
家
畜
部
》

部
　
長 

岡
本 

誠

■
家
畜
課

課
　
長 

近
藤 

宏
顕

課
長
代
理 

竹
内 

貴
法

　
　
　
　 

宮
田 

俊
昭

本
所

■
家
畜
臨
床
研
修
所

所
　
長 

玉
川 

朋
治

次
　
長 

金
子 

宗
平

■
東
広
島
家
畜
診
療
所

所
　
長 

玉
川 

朋
治(

兼
務
）

次
　
長 

金
子 

宗
平(

兼
務
）

　
　
　
　 

髙
嶋 

実
和

　
　
　
　 

茶
川 

元
樹

　
　
　
　 

大
川 

雄
三

■
北
広
島
家
畜
診
療
所

所
　
長 
大
下 

克
史

　
　
　
　 
江
口 
佳
菜

　
　
　
　 

金
本 
淳
也

　
　
　
　 

東
谷 
暁
人

　
　
　
　 

森
川 

桃
子

　
　
　
　 

国
重 

俊
治

　
　
　
　 

國
本 

隆
美

■
府
中
家
畜
診
療
所

所
　
長 

伊
集
院 

潔

　
　
　
　 

瀧
奥 

健
吾

　
　
　
　 

堀 

香
織

　
　
　
　 

稲
場 

緑

　
　
　
　 

安
田 

奏
平

　
　
　
　 

俣
野 

果
琳

　
　
　
　 

市
場 

聖
治

　
　
　
　 

秋
田 

真
司

家
畜
診
療
所
等

●
退
職
者

令
和
４
年
３
月
31
日
付

岡
野 

点

　
（
参
事
）

宮
田 

俊
昭

　
（
事
業
部
長
）

教
蓮 

嘉
昭

　
（
監
査
室
長
）

高
野 

良
治

　
（
北
広
島
支
所
長
）

西
部 

吉
次

　
（
世
羅
支
所
長
）

鹿
田 

順
一
郎

　
（
福
山
支
所
長
）

白
石 

美
智
香

　
（
事
業
部 

果
樹
任
意
課

　
　
課
長
代
理
）

宗
行 

寛
明

　
（
世
羅
支
所 

第
２
事
業
課
長
）

田
口 

玲
子

　
（
三
次
支
所 

管
理
課
）

茶
堂 

達

　
（
北
広
島
支
所 

第
２
事
業
課
）

向
井 

裕
次
郎

　
（
家
畜
部 

府
中
家
畜
診
療
所
）

令
和
４
年
２
月
28
日
付

加
藤 

慎
矢

　
（
三
次
支
所 

第
２
事
業
課
）

訃
報

　
令
和
４
年
２
月
、
理
事

の
宇
城
博
行
氏
が
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

令和４年度の

新任職員新任職員 です

職
員
紹
介

■
庄
原
家
畜
診
療
所

所
　
長 

前
田 

陽
平

　
　
　
　 

石
橋 

朝
子

　
　
　
　 

樫
葉 

一
郎

　
　
　
　 

伊
藤 

弥
毅

　
　
　
　 

林
原 

安
里

　
　
　
　 

河
内 

実
香

■
三
次
家
畜
診
療
所

所
　
長 

酒
井 

亮

　
　
　
　 

福
本 

宜
幸

　
　
　
　 

河
野 

俊
朗

北
広
島
支
所

支
所
長 

今
田 

信
男

■
管
理
課

課
　
長 

今
田 

信
男(

兼
務
）

　
　
　
　 

前
山 

有
紀

　
　
　
　 

山
本 

直
子

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

槇
本 

慎
太
郎

　
　
　
　 

盛
定 

義
統

　
　
　
　 

狭
間 

貴
宏

　
　
　
　 

谷
川 

秀
樹

　
　
　
　 

井
手 

基
文

　
　
　
　 

古
川 

敦
士

　
　
　
　 

塩
田 

蒼

　
　
　
　 

立
川 

就
彦

　
　
　
　 

西
川 

光
昭

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

小
田 

純
之

　
　
　
　 

高
橋 

諭
史

　
　
　
　 

奥
田 

誠

　
　
　
　 

和
田 

継
信

　
　
　
　 

西
村 

崇

　
　
　
　 

横
関 

麻
衣

　
　
　
　 

中
村 

遼
太
郎

　
　
　
　 

吉
崎 

浩
司

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

今
田 

信
男(

兼
務
）

　
　
　
　 

宇
佐
美 

崇

　
　
　
　 

坂
下 

順
一

　
　
　
　 

小
林 

直
登

■
廿
日
市
出
張
所

出
張
所
長 

桝
本 

さ
お
り

　
　
　
　 

大
下 

育
栄

　
　
　
　 

井
原 

眞
悟

　
　
　
　 

京
極 

真
一
郎

　
　
　
　 

藤
澤 

宏
行

　
　
　
　 

土
井 

雅
史

　
　
　
　 

安
田 

沙
織

　
　
　
　 

矢
野 

香
里

　
　
　
　 

河
内 

真
守

　
　
　
　 

小
早
川 

栞
奈

　
　
　
　 

狭
間 

法
好

支
所
長 

松
村 

知
彦

■
管
理
課

課
　
長 

松
村 

知
彦(

兼
務
）

　
　
　
　 

坂
本 

真
由
美

　
　
　
　 

石
川 

佐
智
子

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

木
光 

崇
雄

　
　
　
　 

真
田 

朋
典

　
　
　
　 

出
来
田 

昭
之

　
　
　
　 

片
岡 

高
志

　
　
　
　 

東 

美
恵
子

　
　
　
　 

三
王 

健
文

　
　
　
　 

行
村 

花
菜

　
　
　
　 

竹
川 

剛
司

　
　
　
　 

唐
原 

圭
三

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

重
村 

高
徳

　
　
　
　 

稲
岡 

大
介
　
　
　
　 

　
　
　
　 

黒
杭 

洋
造

　
　
　
　 

近
藤 

真
一

　
　
　
　 

矢
野 

健
太

　
　
　
　 

江
崎 

譲

　
　
　
　 

山
本 

康
介

　
　
　
　 

稲
場 

信
昭

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

松
村 

知
彦(

兼
務
）

　
　
　
　 

加
藤 

広
彰

　
　
　
　 

光
永 

真
史

　
　
　
　 

上
田 

勇
希

■
江
田
島
連
絡
所

　
　
　
　 

今
岡 

昌
士

　
　
　
　 

三
王 

健
文(

兼
務
）

　
　
　
　 

蔵
下 

依
子

東
広
島
支
所

支
所
長 

矢
野 

博
登

■
管
理
課

課
　
長 

矢
野 

博
登(

兼
務
）

　
　
　
　 

吉
森 

勝
文

　
　
　
　 

谷
藤 

左
千
子

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

新
矢 

睦
巳

　
　
　
　 

佐
々
木 

一
浩

　
　
　
　 

山
中 

崇

　
　
　
　 

国
実 

哲
弘

　
　
　
　 

成
相 

真
宏

　
　
　
　 

片
山 

元
喜

　
　
　
　 

松
浦 

宏
明

　
　
　
　 

今
中 

政
喜

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

若
鳥 

圭
介

　
　
　
　 

小
松
原 

康
弘

　
　
　
　 

増
田 

真
理
子

　
　
　
　 

阿
賀 

孝
則

　
　
　
　 

石
原 

達
也

　
　
　
　 

生
田 

直
也

　
　
　
　 

白
石 

美
智
香

　
　
　
　 

立
石 

祥
三

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

矢
野 

博
登(

兼
務
）

　
　
　
　 

山
形 

直
之

　
　
　
　 

前
山 

岳
彦

　
　
　
　 

横
川 

勝
俊

●
出
向

横
山 

久
泰

　
（
全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
）

三
次
支
所

https://www.nosai-hiroshima.or.jp/

職 員 募 集職 員 募 集
広島県農業共済組合では、令和５年度に職員の採用を予定しています。
詳しい内容などは、次号の広報紙またはＮＯＳＡＩ広島の
ホームページをご覧ください。

農家の皆さまに備えの種をお届けします農家の皆さまに備えの種をお届けします

支
所
長 

竹
田 

靖

■
管
理
課

課
　
長 

竹
田 

靖(

兼
務
）

　
　
　
　 

竹
本 

真
由
美

　
　
　
　 

田
中 

克
枝

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

尾
越 

徳
昭

　
　
　
　 

角
谷 

修
司

　
　
　
　 

榊 

花
織

　
　
　
　 

中
光 

智
子

　
　
　
　 

岩
田 

浩
希

　
　
　
　 

藤
原 

正
勝

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

和
田 

勝

　
　
　
　 

矢
吹 

良
枝

　
　
　
　 

小
林 

瑞
穂

　
　
　
　 

林
内 

宏
之

　
　
　
　 

藤
本 

聡
史

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

竹
田 

靖(

兼
務
）

　
　
　
　 

廣
田 

倫
孝

　
　
　
　 

田
中 

千
絵

　
　
　
　 

池
田 

智
也

■
府
中
出
張
所

出
張
所
長 

森
藤 

ひ
と
み

　
　
　
　 

小
川 

尚
哉

　
　
　
　 

島
田 

姫
里

　
　
　
　 

瀧
口 

真
弓

　
　
　
　 

中
村 

道
明

　
　
　
　 

谷
口 

知
明

　
　
　
　 

中
谷 

綾
子

　
　
　
　 

西
部 

吉
次

　
　
　
　 

山
田 

正
典

　
　
　
　 福

山
支
所

中村 遼太郎
（北広島支所 第2事業課）

山本 啓太郎
（事業部 建物農機具課）

香川 佳澄
（総務部 総務課）

俣野 果琳
（家畜部 府中家畜診療所）
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本所　　支所

出張所

家畜診療所等

連絡所

竹原市

呉市

呉市

大崎上島町

尾道市

尾道市

尾道市 福山市

府中市世羅町

神石高原町

庄原市

三次市

安芸高田市

北広島町

本所

安芸太田町

府中出張所

府中家畜診療所北広島家畜診療所

家畜臨床研修所
東広島家畜診療所

三次支所北広島支所

東広島支所

本所

江田島連絡所

三原市

三原市
広島市

広島市

江田島市

府中町
海田町
熊野町

坂町

広島市
佐伯区 広島市安佐南区

広島市安佐北区

廿日市市

大竹市

福山支所

廿日市出張所

東広島市

呉市

総務部

監
査
室

総
務
課

経
理
課

企
画
情
報
課

収
穫
園
芸
課

建
物
農
機
具
課

収
入
保
険
課

事業部

家
畜
臨
床
研
修
所

東
広
島
家
畜
診
療
所

北
広
島
家
畜
診
療
所

府
中
家
畜
診
療
所

庄
原
家
畜
診
療
所

三
次
家
畜
診
療
所

家
畜
課

家畜部

北広島支所

管
理
課

第
１
事
業
課

第
２
事
業
課

収
入
保
険
課

廿
日
市
出
張
所

東広島支所

管
理
課

第
１
事
業
課

第
２
事
業
課

収
入
保
険
課

江
田
島
連
絡
所

福山支所

管
理
課

第
１
事
業
課

第
２
事
業
課

収
入
保
険
課

府
中
出
張
所

三次支所

管
理
課

第
１
事
業
課

第
２
事
業
課

収
入
保
険
課

NOSAI広島の新体制のご案内

体制

本所・支所等の区域

お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ
収入保険事業

早
期
に
受
け
取
れ
る

つ
な
ぎ
資
金
が
お
役
立
ち

　
自
然
災
害
や
市
場
価
格
の
低
下
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
営
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
収
入
保
険
へ
の
加
入
は
年
々

増
加
し
、
多
く
の
方
に
加
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
広
島
県
で
は
、
令
和
３
年
度
は
４
６
０
件
の
方
に

新
規
加
入
い
た
だ
き
、
１
２
１
３
件
の
加
入
と
な
り

ま
し
た
。

　
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
し
っ
か

り
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

　
つ
な
ぎ
資
金
と
は
、
保
険
金
等
の
支
払
い
が
見
込
ま

れ
る
場
合
に
、
保
険
期
間
終
了
後
の
確
定
申
告
を
待
た

ず
に
受
け
取
れ
る
無
利
子
の
資
金
の
こ
と
で
す
。
上
限

は
受
取
見
込
額
の
８
割
で
、
保
険
金
等
の
支
払
い
時
に

相
殺
さ
れ
ま
す
。

収
入
保
険
の
加
入
者
増
加
中

収
入
保
険
の
加
入
者
増
加
中平成

30年度
令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

〈収入保険の加入件数の推移〉

令和3年度

広島県

令和2年度

令和元年度

40

件数

17

8

33,095

金額（万円）

10,917

6,453

令和3年度

全国

令和2年度

令和元年度

3,175

件数

1,638

794

1,208,100

金額（万円）

764,700

383,800

〈つなぎ資金の実施状況〉

195
320

588

959

49

103

177

254

244

423

765

1,213

個人 法人

運
転
資
金
等
で

お
困
り
の
際
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
父
が
始
め
た
リ
ン
ゴ
園
を
引
き
継
ぎ
、

リ
ン
ゴ
１
８
４
㌃
と
水
稲
１
４
７
㌃
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
果
樹
共
済
と
水

稲
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
と

め
て
補
償
さ
れ
る
収
入
保
険
へ
、
令
和
元

年
に
移
行
し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
リ
ン
ゴ
の
芽
が
出
始
め
る
頃

と
花
が
咲
く
時
期
に
霜
が
降
り
、
さ
ら
に

受
粉
の
時
期
に
気
温
が
低
く
ハ
チ
が
飛
ば

ず
、
受
粉
し
な
い
と
い
う
事
態
に
な
っ
て

し
ま
い
、
果
実
が
な
ら
な
い
年
で
し
た
。
ま

た
、
７
月
の
大
雨
で
水
稲
へ
の
被
害
も
あ
り

ま
し
た
。

　
想
定
外
の
被
害
で
収
入
は
半
分
以
下
に

な
り
ま
し
た
が
、

12
月
に
受
け
た
つ

な
ぎ
資
金
で
経
費

の
支
払
い
な
ど
が

で
き
、
助
か
り
ま

し
た
。
収
入
保
険

に
加
入
し
て
い
て

良
か
っ
た
で
す
。

の

声声

加
入
者庄

原
市
高
野
町

横
谷 
栄
治
さ
ん

た
に

よ
こ

え
い

じ

（49）

三次家畜診療所
庄原家畜診療所

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

新
た
な
体
制
と
な
り
ま
し
た

・
豪
雨
災
害
な
ど
で
生
育
不
良
に
な
っ
た

・
農
産
物
の
買
取
価
格
や
販
売
価
格
の
低
下
で
収
入

が
減
少
し
た

・
倉
庫
が
浸
水
し
て
保
管
し
て
い
た
作
物
が
売
り
物

に
な
ら
な
く
な
っ
た

補
償
対
象
例

　
農
産
物
の
収
穫
量
・
出
荷
量
の
減
少
や
品
質
低
下

が
見
込
ま
れ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
や
営
農
計
画

を
変
更
し
た
場
合
な
ど
は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
支

所
等
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

※一部の区域で担当する支所等が変更となっています。お問い合わせは、最終ページのご連絡先をご覧ください。
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全
相
殺
方
式
に
加
入
し
て
い
る
対
象

組
合
員
61
戸
へ
共
済
金
４
９
９
万
２

５
２
４
円
を
令
和
４
年
２
月
22
日
に

お
支
払
い
し
ま
し
た
。

●
被
覆
期
間
の
変
更

　
加
入
後
で
あ
っ
て
も
、
被
覆
期
間
を

変
更
す
る
場
合
は
、
加
入
さ
れ
て
い
る

被
覆
期
間
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

●
被
覆
材
の
張
り
替
え
な
ど

　
被
覆
材
の
張
り
替
え
や
増
改
築
な
ど

で
価
額
に
変
更

が
生
じ
た
場
合

は
、
内
容
に
応

じ
て
補
償
金
額

の
再
算
定
を
行

い
ま
す
。

　
被
害
の
状
況
を
確
認
に
伺
い
ま
す
。

速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
３
月
22
日
に
、
対
象
組
合

員
29
戸
へ
共
済
金
51
万
２
４
０
２
円
を

お
支
払
い
し
ま
し
た
。
　

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い

た
「
畑
作
物
共
済
加
入
申
込
書
兼
変

更
届
出
書
」
に
基
づ
き
、
「
畑
作
物

共
済
掛
金
等
払
込
通
知
書
兼
内
容
通

知
書
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
内
容
を

確
認
い
た
だ
き
、
期
限
内
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
期
限
内
に
納
入
が
な
い
と

き
は
、
共
済
関
係
が
解
除
に
な
り
、

被
害
が
発
生
し
て
も
損
害
評
価
や
共

済
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

大
豆
共
済
掛
金
等

期
限
内
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す

令
和
３
年
産

大
豆
の
共
済
金
を

支
払
い
ま
し
た

畑
作
物
共
済

　
半
相
殺
方
式
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま

に
、
乾
燥
調
製
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
水
稲
共
済
加
入
承
諾
書
兼
共
済

掛
金
等
払
込
通
知
書
」
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
納
入
期
限
】
令
和
４
年
７
月
31
日

【
納
入
期
限
】
令
和
４
年
８
月
14
日

農
作
物
共
済

令
和
３
年
産
水
稲（
全
相
殺
方
式
）

の
共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い
た

「
水
稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出

書
（
営
農
計
画
書
）
」
に
基
づ
き
、

「
水
稲
共
済
加
入
承
諾
書
兼
共
済
掛
金

等
払
込
通
知
書
」
を
左
の
封
筒
で
お
届

け
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
い
た
だ
き
、

期
限
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
の
状
況

●
全
国
計
の
被
害
額
は
横
ば
い

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
鳥

獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が
問
題
に
な

り
始
め
て
、
ず
い
ぶ
ん
た
ち
ま
す
。
農
林

水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て

い
る
デ
ー
タ
（
平
成
11
年
度
〜
）
に
よ
る

と
、
平
成
22
年
度
が
被
害
額
と
し
て
最
も

大
き
く
（
約
２
３
９
億
円
）
、
そ
の
後

徐
々
に
減
少
し
て
令
和
２
年
度
は
約
１
６

１
億
円
と
な
り
、
近
年
は
減
少
〜
横
ば
い

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
（
左
グ
ラ
フ
）

　
被
害
額
の
内
訳
は
、
シ
カ
（
エ
ゾ
シ

カ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
）
に
よ
る
割
合
が

35
・
０
％
と
高
く
、
次
い
で
イ
ノ
シ
シ

（
28
・
２
％
）
、
カ
ラ
ス
、
サ
ル
と
続

き
ま
す
。
都
道
府
県
別
の
被
害
額
で
見

る
と
、
全
国
の
中
で
広
島
県
は
高
い
方

で
、
令
和
２
年
は
全
国
４
位
、
イ
ノ
シ

シ
に
限
っ
た
被
害
額
は
全
国
で
ワ
ー
ス

ト
１
で
す
。

●
県
内
の
被
害
額
は
増
加
傾
向

　
県
内
の
被
害
額
の
推
移
は
全
国
の
状

況
と
似
て
お
り
、
平
成
22
年
度
が
約

８
・
５
億
円
で
最
も
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
減
少
し
４
億
円
前
後
で

推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
度

以
降
は
増
加
傾
向
で
、
令
和
２
年
度
は

８
年
ぶ
り
に
５
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

（
右
下
グ
ラ
フ
）

　
鳥
獣
種
別
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

が
全
体
の
約
７
割
を
占
め
、
シ
カ
が
１

割
程
度
、
残
り
の
２
割
が
サ
ル
や
鳥

類
、
そ
の
他
（
タ
ヌ
キ
、
ア
ラ
イ
グ
マ

等
）
で
、
こ
こ
10
年
は
同
じ
傾
向
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は
県
内
全
域
で
見
ら

れ
、
水
稲
、
果
樹
、
野
菜
と
さ
ま
ざ
ま
な

品
目
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
シ
カ

は
、
以
前
は
一
部
地
域
に
偏
っ
て
い
ま
し

た
が
、
生
息
範
囲
が
広
が
り
、
被
害
の
範

囲
も
拡
大
し
て
い
ま
す
。

●
対
策
は
身
近
な
こ
と
か
ら

　
被
害
が
増
加
す
る
原
因
は
は
っ
き
り
と

は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
地
域
の
人
口

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
対
策
が
十
分

に
行
え
な
く
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
野

生
動
物
は
本
来
、
人
を
恐
れ
て
近
寄
ら
な

い
も
の
で
す
が
、
人
が
里
山
の
手
入
れ
を

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
野
生
動
物
の

生
息
域
が
集
落
近
く
に
拡
大
し
、
集
落
や

農
地
で
餌
を
取
る
こ
と
を
覚
え
た
イ
ノ
シ

シ
や
シ
カ
が
増
え
た
こ
と
も
、
被
害
が
拡

大
し
た
原
因
の
１
つ
で
す
。
ま
た
、
農
作

物
を
餌
に
す
る
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ

カ
の
栄
養
状
態
が
よ
く
、
冬
に
死
ん
で
し

ま
う
個
体
が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
増
加
原

因
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
被
害
を
防
ぐ
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
絶
対
大
丈
夫
と
い
う
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
み
、
被
害
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
手
順
と
し
て
は
、
①
正
し

い
対
策
方
法
を
知
る
、
②
地
域
が
鳥
獣

に
と
っ
て
住
み
や
す
い
環
境
に
な
っ
て

い
な
い
か
点
検
す
る
、
③
守
り
た
い
作

物
は
柵
で
囲
っ
て
守
る
と
と
も
に
、
野

菜
く
ず
や
放
任
果
樹
な
ど
を
鳥
獣
の
餌

に
し
な
い
、
と
い
う
流
れ
で
す
。

　
具
体
的
な
方
法
は
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
記
載
し
て
い
ま
す
。

（
「
広
島
県
　
鳥
獣
害
」
で
検
索
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
閲
覧

で
き
ま
す
）

●
共
済
掛
金
の
納
入
が
な
け
れ
ば

　
共
済
関
係
が
解
除
に
な
り
ま
す

　
期
限
内
に
共
済
掛
金
等
の
納
入
が
な
い

と
き
は
、
共
済
関
係
が
解
除
に
な
り
、
被

害
が
発
生
し
て
も
損
害
評
価
や
共
済
金
の

支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
共
済
掛
金
の
算
定
方
法

　
共
済
掛
金
は
「
共
済
金
額
×
掛
金

率
」
で
計
算
し
て
い
ま
す
。
掛
金
の

50
％
は
国
が
負
担
し
ま
す
。

　
掛
金
率
は
、
農
家
ご
と
に
被
害
率

（
過
去
20
年
分
の
実
績
に
よ
り
算
定
）

に
応
じ
て
変
動
す
る
危
険
段
階
別
共
済

掛
金
率
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
共
済
金
の
受

け
取
り
が
少
な
い
場
合
は
掛
金
が
安
く

な
り
、
受
け
取
り
が
多
い
場
合
は
掛
金

が
高
く
な
り
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済

次
の
場
合
は

必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い

１
．加
入
内
容
に
変
更
が

　
　生
じ
た
と
き

被覆材の張り替え作業

〔
広
島
県
農
林
水
産
局
農
業
技
術
課  

   

鳥
獣
害
対
策
担
当
〕

（百万円）
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２
．事
故
が
発
生
し
た
と
き

※
被
害
に
遭
わ
れ
た
と
き
に
加
入
内
容
と
実

情
が
異
な
る
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払

い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。



お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。

　
死
亡
廃
用
共
済
（
特
定
事
故
の
み
を

対
象
と
し
て
い
る
場
合
を
除
く
）
ま
た
は

疾
病
傷
害
共
済
の
加
入
者
を
対
象
に
、
畜

舎
（
牛
舎
）
消
毒
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
煙
霧
機
が
有
料
と
な

り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
支

所
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
使
用
す
る
消
毒
薬

　
残
留
農
薬
に
関
す
る
法
律
等
を
遵
守
し

た
、
休
薬
期
間
の
な
い
殺
虫
剤
・
殺
菌
剤

を
使
用
し
ま
す
。

畜
舎
消
毒
を

実
施
し
ま
す

●
実
施
方
法
等

動
力
噴
霧
機
…
主
に
ハ
エ
等
の
害
虫
が

繁
殖
し
や
す
い
時
期
（
主
に
７
月
〜
９

月
）
に
、
薬
剤
を
散
布
し
ま
す
。

煙
霧
機
…
煙
霧
を
畜
舎
内
に
充
満
さ
せ

る
た
め
、
畜
舎
を
閉
め
切
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
冬
場
は
肺
炎
予
防
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。
実
施
時
期
は
各
支
所
等

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
組
合
員
負
担
額

　
１
回
当
た
り
の
負
担
額
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

動力噴霧機

消毒液等使用量 組合員
負担額

50ℓ以下
50ℓ超～100ℓ以下

100ℓ超～200ℓ以下
200ℓ超～300ℓ以下
300ℓ超～400ℓ以下
400ℓ超～500ℓ以下

… 　 　 　

100ℓ増えるごと

500円
1,000円
2,000円
3,000円
4,000円
5,000円

…　 　 　 　 　

＋1,000円

家
畜
共
済

煙霧機

消毒液等
使用量
殺菌剤

+
拡散剤

+
殺虫剤

殺菌剤
+

拡散剤

消毒液等
使用量 組合員

負担額

2ℓ以下
2ℓ超～4ℓ以下
4ℓ超～6ℓ以下

　 　 　 … 　 　

2ℓ増えるごと

4ℓ以下
4ℓ超～8ℓ以下

8ℓ超～12ℓ以下

　 　 　 … 　 　

4ℓ増えるごと

500円
1,000円
1,500円

…　 　 　 　 　

＋500円

　
「
安
心
の
未
来
」
拡
充
運
動
に
お

い
て
、
令
和
３
年
度
に
優
秀
な
成
績

を
挙
げ
ら
れ
た
方
々
へ
感
謝
状
並
び

に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

「
安
心
の
未
来
」拡
充
運
動
表
彰

  

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

●
建
物
共
済
（
個
人
）

　
伏
川 

和
治
（
安
芸
高
田
市
）

　
福
場 

利
治
（
世
羅
町
）

　
向
井 

敏
洋
（
三
次
市
）

●
農
機
具
共
済
（
個
人
）

　
山
﨑 

良
治
（
安
芸
高
田
市
）

　
曽
根 

啓
幸
（
庄
原
市
）

  

広
島
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

  

全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
表
彰

●
建
物
共
済
（
個
人
）

　
石
井 

昌
嗣
（
大
竹
市
）

　
上
野 

正
（
三
次
市
）

●
農
機
具
共
済
（
個
人
）

　
下
田 

義
男
（
北
広
島
町
）

　
永
岡 

教
子
（
庄
原
市
）

●
農
業
経
営
収
入

　保
険
事
業
（
団
体
）

　
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
志
和

（
敬
称
略
）

　

農業共済事業
事 業 のお知らせ事 業 のお知らせ

農業共済事業
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共
済
掛
金
等
の
納
入
は

口
座
振
替
で

　
共
済
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る
た

め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、
共
済
掛

金
等
を
口
座
振
替
で
納
入
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

は
、
Ｊ
Ａ
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
県
内

に
本
店
を
置
く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
共
済
掛
金
等
を
現
金
ま
た
は
振
込

み
で
納
入
い
た
だ
い
た
方
に
、
ご
加

入
内
容
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
確
認
の
は
が
き
が
届
き
ま
し
た

ら
、
現
在
の
ご
加
入
内
容
を
確
認
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
火
災
、
落
雷
事
故
に
加
え
、
自
然
災

害
も
幅
広
く
補
償
し
ま
す
。
１
棟
４
０

０
０
万
円
（
建
物
・
家
具
類
等
を
合
わ

せ
て
）
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

・
損
害
額
が
１
万
円
を
超
え
た
場
合

に
、
支
払
い
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
地
震
、
津
波
、
噴
火
に
よ
る
被
害

は
、
損
害
割
合
（
損
害
額
÷
再
取
得

価
額
）
が
５
％
以
上
の
場
合
、
支
払

い
対
象
と
な
り
、
加
入
金
額
の
50
％

を
限
度
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

・
総
合
共
済
に
は
、
加
入
で
き
る
建
物

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
各
支
所
等
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
建
物
な
ど
へ
の
損
害
額
が
30
万
円
以

下
の
損
害
に
つ
い
て
、
そ
の
実
損
害
額
を

お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
る
小
損
害
実

損
填
補
特
約
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
損
害
に
伴
う
不
測
の
出
費
が

必
要
な
場
合
や
死
亡
、
後
遺
障
害
と

な
っ
た
場
合
に
、
損
害
共
済
金
に
プ
ラ

ス
し
て
お
支
払
い
す
る
臨
時
費
用
担
保

特
約
も
お
す
す
め
で
す
。

　
自
然
災
害
は
、
時
に
想
定
を
超
え
て

襲
っ
て
き
ま
す
。
広
島
県
で
は
平
成
20

年
以
降
、
各
地
で
豪
雨
災
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
（
左
図
参
照
）
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
災
害
が
な
か
っ
た
地
域
で
も
被

害
が
発
生
し
て
い
て
、
自
然
災
害
は
激

甚
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
特
に
梅
雨
の
時
期
に
は
、
こ
こ
数
年
耳

に
す
る
機
会
が
増
え
た
「
線
状
降
水
帯
」

の
影
響
に
よ
り
長
時
間
に
わ
た
っ
て
降
雨

が
続
き
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　
大
雨
や
土
砂
崩
れ
と
い
っ
た
自
然
災

害
は
、
火
災
共
済
で
は
補
償
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
総
合
共
済
に
加
入
す

る
こ
と
で
、
火
災
共
済
で
対
象
に
な
る

事
故
に
加
え
、
風
水
害
や
地
震
、
津

波
、
噴
火
な
ど
の
災
害
も
補
償
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
へ
の
「
備
え
」

に
、
総
合
共
済
が
お
す
す
め
で
す
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
は

十
分
で
す
か

自
然
災
害
に
備
え
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

自
然
災
害
に
備
え
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

建
物
共
済

広島県内の主な豪雨災害

総
合
共
済
へ
の

加
入
が
お
す
す
め

総
合
共
済
へ
の

加
入
が
お
す
す
め

豪
雨
災
害
で

住
宅
が
被
災
し
た

Ａ
さ
ん
の
話

●
総
合
共
済
と
は
…

●
総
合
共
済
の
ポ
イ
ン
ト

●
特
約
で
補
償
を
充
実

口
座
振
替
に
す
る
こ
と
で
、
振
り
込
み

な
ど
の
手
間
を
省
き
、
更
新
の

し
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平成22年7月
庄原ゲリラ豪雨

平成26年8月
広島市豪雨災害

令和3年8月 豪雨

平成30年7月
西日本豪雨

線
状
降
水
帯
と
は

　
次
々
と
発
生
す
る
積
乱
雲
が

列
を
な
し
、
組
織
化
し
た
積
乱

雲
群
に
よ
っ
て
、
数
時
間
に
わ

た
っ
て
ほ
ぼ
同
じ
場
所
を
通
過

ま
た
は
停
滞
す
る
こ
と
で
作
り

出
さ
れ
る
、
線
状
に
伸
び
る
長

さ
50
〜
３
０
０
㎞
程
度
、
幅
20

〜
50
㎞
程
度
の
強
い
降
水
を
伴

う
雨
域
。

　
毎
年
の
よ
う
に
線
状
降
水
帯

に
よ
る
顕
著
な
大
雨
が
発
生

し
、
数
多
く
の
甚
大
な
災
害
が

生
じ
て
い
る
。

（
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　
平
成
30
年
の
西
日
本
豪
雨
の
時
は
、近

く
の
川
が
氾
濫
し
て
家
に
土
砂
が
入
り
、１

階
は
浸
水
し
て
住
め
る
よ
う
な
状
態
で
は

な
か
っ
た
で
す
ね
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
総
合
共
済
に
入
っ
て
い

た
の
で
、共
済
金
を
修
繕
の
費
用
に
充
て
る

こ
と
が
で
き
て
助
か
り
ま
し
た
。加
入
し
て

い
て
良
か
っ
た
な
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。

・
家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
、
家
の
中

の
安
全
対
策
を
す
る

・
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確
認
す
る

（
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）

・
災
害
発
生
時
の
連
絡
手
段
、
集
合

場
所
な
ど
、
安
否
の
確
認
方
法
を

家
族
で
話
し
合
う

・
非
常
時
の
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る

・
飲
料
水
、
非
常
食
な
ど
物
資
を
備

蓄
す
る
（
最
低
３
日
分
）

加
入
内
容
の
確
認
に

ご
協
力
く
だ
さ
い



今
回
の
食
材

揚
げ
タ
ケ
ノ
コ
の

味
噌
が
ら
め

　
中
国
原
産
で
、
日
本
で
は
古
事
記
に
も
記
述
が
あ

る
ほ
ど
古
く
か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

広
く
一
般
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江

戸
時
代
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
筍
」
の
字
は
、
一
旬
（
10
日
間
）
ほ
ど
で
大
き

く
な
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
、
鮮
度
が
命
で
す
。

選
ぶ
と
き
に
は
、
ず
ん
ぐ
り
し
て
い
て
重
い
も
の
、

穂
先
が
黄
色
が
か
っ
た
も
の
、
切
り
口
が
白
く
み
ず

み
ず
し
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
水
煮
の
タ
ケ
ノ
コ
に
よ
く
見
ら
れ
る
白
い
粉
は
、

チ
ロ
シ
ン
と
い
う
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
す
。
洗
い
流

さ
ず
、
そ
の
ま
ま
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

公
益
社
団
法
人

　
　広
島
県
栄
養
士
会

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

200g
大さじ２～３

適量
各大さじ１/２

小さじ１
小さじ１/２

材料（2人前）
ゆでタケノコ（水煮でも可）
片栗粉
揚げ油
　　みそ・砂糖・しょうゆ
　　酢
　　練りわさび

作り方

タ
ケ
ノ
コ

❶ゆでタケノコは根元の部分を使用し、２㎝幅
の輪切りにして半分に切る。繊維に沿うよう
に薄切りにする。

❷Ａを混ぜ合わせておく。
❸❶のタケノコに片栗粉をまぶして 170℃くら

いの油で揚げる。
❹熱いうちに、  ❷とからめる。

作り方
穂先部分を薄切りにする。めんつゆなどで表
面に色が付く程度に煮て、すし飯に混ぜる。
桜エビや錦糸卵を上に飾る。

料理のポイント
★繊維を感じる根元は、繊維を断ち切るように切る

ことが多いですが、薄く切って揚げると、とても食
べやすくなります。

★今回はわさびを加えましたが、豆板醤や一味など
もおすすめです。木の芽をたたいて加えると、よ
り一層季節を感じることができます。

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

　40
㌃
の
竹
林
で
タ
ケ
ノ
コ
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
タ
ケ
ノ
コ
は
掘
っ
た
瞬
間
か
ら
え
ぐ
み
が
出

て
く
る
の
で
、
す
ぐ
に
処
理
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
収
穫
当
日
に
、
自
宅
の
釡
で
水
煮
に
加
工

処
理
す
る
こ
と
で
、
え
ぐ
み
が
少
な
く
、
柔
ら
か

い
タ
ケ
ノ
コ
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　竹
に
は
、
タ
ケ
ノ
コ
が
よ
く
生
え
る
表
年
と
、

地
下
茎
を
伸
ば
し
て
養
分
を
蓄
え
る
裏
年
が
一
年

交
代
で
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
な
が
ら
古

い
竹
を
伐
採
し
、
新
し
い
竹
（
＝
タ
ケ
ノ
コ
）
を

生
や
す
こ
と
で
、
収
穫
量
の
差
が
出
な
い
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　タ
ケ
ノ
コ
を
選
ぶ
と
き
に
は
、
色
に
注
目
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
頭
の
先
が
黒
ず
ん
で
お
ら
ず
黄

色
っ
ぽ
い
も
の
が
、
柔
ら
か
く
て
お
い
し
い
タ
ケ

ノ
コ
で
す
。 私

こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

食
感
を
楽
し
め
る
タ
ケ
ノ
コ
は
、
食
物
繊
維
、

カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
み
ま
す
。
食
物
繊
維
の
セ

ル
ロ
ー
ス
は
、
腸
内
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸

収
を
抑
え
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

一
口
メ
モ

タ
ケ
ノ
コタケノコの

ちらし寿司
調理時間

15 分

鍜
治
山 
直
樹

広
島
市

　
　か
じ
や
ま
農
園

か

じ

な
お

き

や
ま

「竹を間伐して日当たりを良くし、竹林を年中
管理することが大事」と直樹さん（左）と兄の
政隆さん

穂先を

使って

さ
ん 

（38）

A

　
「
佐
藤
錦
」
を
中
心
に
、
サ
ク
ラ
ン

ボ
４
品
種
を
栽
培
す
る
安
芸
高
田
市
高

宮
町
の
加
藤
農
園
（
サ
ク
ラ
ン
ボ
10

㌃
、
ナ
シ
55
㌃
）
。
30
年
以
上
、
農
業

に
携
わ
る
農
園
長
の
加
藤
収
さ
ん

（
53
）
は
、
農
園
の
新
し
い
目
玉
に
な

れ
ば
と
、
20
年
前
に
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。
毎
年
、
安
定
的
に

２
５
０
㌔
前
後
を
収
穫
し
、
贈
答
用
と

し
て
も
人
気
だ
と
い
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
雨
に
弱
い
こ
と
、
ま

た
標
高
２
３
５
㍍
の
場
所
に
あ
る
同
農

園
で
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
育
て
る
に
は
気

温
が
低
い
こ
と
か
ら
、
ハ
ウ
ス
で
の
管

理
、
さ
ら
に
暖
房
設
備
を
整
え
、
温
度

調
節
を
し
て
い
ま
す
。
果
実
の
成
長
を

促
す
ほ
か
、
ミ
ツ
バ
チ
に
よ
る
受
粉
に

も
、
温
度
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
加
藤

さ
ん
は
「
ハ
チ
の
受
粉
は
と
て
も
難
し

い
。
ハ
チ
が
動
き
や
す
い
よ
う
に
、
ハ

ウ
ス
内
を
20
度
に
保
つ
こ
と
が
大
事
」

と
話
し
ま
す
。

　
様
子
を
見
な
が
ら
人
工
授
粉
を
し
た

り
、
果
実
を
腐
ら
せ
る
灰
星
病
や
ヒ
ヨ

ド
リ
に
注
意
し
た
り
と
、
収
穫
ま
で
丹

精
込
め
て
手
を
掛
け
て
い
ま
す
。「
お
客

さ
ん
か
ら『
お
い
し
い
。
産
地
と
し
て
有

名
な
山
形
県
産
じ
ゃ
な
い
、
広
島
県
産

の
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
食
べ
ら
れ
る
な
ん

て
』
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
と
き
は
う
れ

し
か
っ
た
で
す
ね
」

　
加
藤
さ
ん
は
「
お
い
し
い
と
言
っ
て

も
ら
え
る
サ
ク

ラ
ン
ボ
を
作
り

続
け
た
い
」

と
、
お
客
さ
ん

の
声
を
励
み
に

作
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

温
度
管
理
で

安
定
生
産

加藤さんが手掛けた「佐藤錦」

実のなり具合を確認する加藤さん

安芸
高田市

　
楽
し
い
こ
と
を
し
て
過
ご
さ
な
い
と

も
っ
た
い
な
い
！
と
思
い
、
農
業
の
世

界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
レ
モ
ン
を
中

心
に
、
ミ
カ
ン
や
オ
リ
ー
ブ
な
ど
を
約

３
㌶
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
に
安
心
し
て
手
に
取
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
２
０
２
０
年
に
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
、
化
学
肥
料

を
使
わ
な
い
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
広
島
県
は
レ
モ
ン
の
産
地
な
の

で
、
他
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
も

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
栽
培

を
す
る
理
由
の
一
つ

で
す
。
土
に
木
製

チ
ッ
プ
や
牛
ふ
ん
堆

肥
な
ど
自
然
由
来
の

も
の
を
混
ぜ
て
土
を

ふ
か
ふ
か
に
す
る
こ

と
で
、
根
が
し
っ
か

り
張
っ
た
元
気
な
木
に
育
つ
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
収
穫
は
こ
れ
ま
で
の
苦
労
の
集
大
成

と
い
う
感
じ
で
、
一
番
楽
し
い
瞬
間
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
の
ほ

か
、
月
に
１
回
程
度
、
マ
ル
シ
ェ
な
ど

に
出
店
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交
流

サ
イ
ト
）
を
見
て
来
て
く
だ
さ
る
方
も

い
て
、
女
性
の
お
客
さ
ん
も
多
い
で

す
。
「
レ
モ
ン
買
い
ま
し
た
。
こ
ん
な

ふ
う
に
使
い
ま
し
た
」
な
ど
と
声
を
掛

け
て
も
ら
う
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
暑
い
中
で
の
草
刈
り
な
ど
は
大
変
で

す
が
、
楽
し
く
な
い
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
日
々
の
作

業
の
様
子
を
発
信
し
て
い
る
の
で
、
女

性
一
人
で
も
農
業
は
で
き
る
、
農
業
は

楽
し
い
と
い
う
こ
と
を
た
く
さ
ん
の
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

大
崎
上
島
町

農
業
の

楽
し
さ
を
発
信

「生産に一から携わり、届けられるのが
農業の魅力」と藤中さん

お
さ
む

は
い
ほ
し
び
ょ
う

地域の話題地域の話題

15 142022  第32号

藤
中 

夏
実 

さ
ん 

（27）

ふ
じ   

な
か

な
つ

　 

み



ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

世羅町の今田珀翔君（８）と美玲ちゃん
（６）は仲良しきょうだい。近くに住むひいおじ

いちゃんの家で、田植えや稲刈りのお手伝いをし
ます。毎日おいしいお米や野菜をたくさん食べて、
勉強もスポーツも頑張っています。

表紙写真紹介
はく み れいと

第
９
回 

通
常
総
代
会
開
催

第
９
回 

通
常
総
代
会
開
催

農
業
保
険
で
リ
ス
ク
に
備
え
る

農
業
保
険
で
リ
ス
ク
に
備
え
る
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集 
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き
ら
り

神
石
高
原
町

中
平 
邦
博 

さ
ん 

(71)

く
に

　
損
害
評
価
会
の
支
所
委
員
を
務
め
て

い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
多
い
の

で
、
侵
入
防
止
対
策
を
適
切
に
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
な
が
ら
、
損
害
評
価

を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
、
水
稲
70
㌃
と
畑
40
㌃
で

少
量
多
品
目
の
野
菜
を
一
年
中
、
栽
培

し
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
、
近
所
の
保

育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
農
作
業
体
験
と

し
て
田
植
え
や
野
菜
の
収
穫
に
来
て
く

れ
る
の
で
、
一
緒
に
作
業
す
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

な
か

ひ
ろ

だ
い
ら

　
祖
父
が
猟
師
を
し
て
い
て
、
小
さ
い

頃
は
よ
く
猟
に
つ
い
て
行
っ
て
い
ま
し

た
。
祖
父
は
今
も
現
役
の
猟
師
で
す
。

農
作
物
へ
の
被
害
が
な
く
な
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　
１
歳
の
マ
ル
チ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
ー
の

ミ
ッ
ク
ス
犬
の
男
の
子
を
飼
っ
て
い
ま

す
。
休
み
の
日
に
は
、
愛
犬
と
散
歩
に

出
か
け
た
り
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
へ
行
っ
た

り
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

吉
川 

莉
加 

さ
ん 

（28）

き
っ

か
わ

り

か

東
広
島
市

「ＮＯＳＡＩ広島」の表紙モデルに
なっていただけるお子さまを募集して
います。ご希望の方は、お気軽に各支
所等までご連絡ください。

表紙モデルキッズ募集中！
兄弟や仲良しの
友達同士でも♪

ひろしま
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ク
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農
業
保
険
で
リ
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ク
に
備
え
る
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き
ら
り

神
石
高
原
町

中
平 
邦
博 

さ
ん 

(71)

く
に

　
損
害
評
価
会
の
支
所
委
員
を
務
め
て

い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
多
い
の

で
、
侵
入
防
止
対
策
を
適
切
に
さ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
な
が
ら
、
損
害
評
価

を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
、
水
稲
70
㌃
と
畑
40
㌃
で

少
量
多
品
目
の
野
菜
を
一
年
中
、
栽
培

し
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
、
近
所
の
保

育
園
の
子
ど
も
た
ち
が
農
作
業
体
験
と

し
て
田
植
え
や
野
菜
の
収
穫
に
来
て
く

れ
る
の
で
、
一
緒
に
作
業
す
る
の
が
楽

し
み
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

な
か

ひ
ろ

だ
い
ら

　
祖
父
が
猟
師
を
し
て
い
て
、
小
さ
い

頃
は
よ
く
猟
に
つ
い
て
行
っ
て
い
ま
し

た
。
祖
父
は
今
も
現
役
の
猟
師
で
す
。

農
作
物
へ
の
被
害
が
な
く
な
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

　
１
歳
の
マ
ル
チ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
ー
の

ミ
ッ
ク
ス
犬
の
男
の
子
を
飼
っ
て
い
ま

す
。
休
み
の
日
に
は
、
愛
犬
と
散
歩
に

出
か
け
た
り
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
へ
行
っ
た

り
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

吉
川 

莉
加 

さ
ん 
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き
っ

か
わ

り

か

東
広
島
市
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所等までご連絡ください。
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